
平成30年度第2回北海道アザラシ管理検討会開催概要 

                        日時：平成31年2月26日（火）13:30～15:30 

                            場所：かでる2.7 1040会議室 

 

■開会（事務局） 

 

■挨拶（動物管理担当課長） 

・ 本日の検討会では、小林先生から今年度の調査事業の最新の知見についてお話いた 

だくほか、今年度事業の実施結果の検証、来年度の事業計画（案）について、忌憚の 

ない御意見をいただきたい。 

・ ゴマフアザラシの削減目標の基準年の妥当性を中心に、来年度目標について御意見 

 をいただき改善したいと考えているところ。 

・ 今年度は、昨年度に比べ、検討会の開催回数を増やしたり、宗谷管内で「北海道ア 

ザラシワークショップ」を新たに開催したところ。 

・ ゴマフアザラシの漁業被害については、若干減少傾向が見られているが、依然とし 

て高い水準にあり、道としては、今後とも、皆様の御意見を伺いながら、被害が軽減 

できるようにしてまいりたい。 

 

■議題 

 議題１ 平成30年度調査事業について・・・小林座長から資料１より説明  

[○・・座長、●・・構成員、△・・オブザーバー、▲・・事務局] 

 

【主な意見】 

○ 周年定着個体の夏個体（８月から10月20日まで）は、この時期の捕獲圧や冬期に

有害駆除を頻繁に実施している影響で、近年減少傾向にあると考える。 

○ 礼文地域では、精力的に有害駆除をしており、平成２５年と比べると約半分に個

体数が減少している。 

○ 個体数の集計方法は、１日でもその個体数になった最大数を採用しているが、以 

前に比べ、その最大数を維持する期間が短くなってきており、ゼロの期間も増えて 

きているので、数値の表記方法を今後検討すべき。（個体数が少なくなってきてい 

る印象。） 

● 地元（礼文地域）としても個体数は減少していると感じる。 

 

議題２ 平成30年度事業実施計画の実施結果及び評価 

議題３ 漁業被害調査結果 

議題４ 平成31年度事業実施計画（案）について 

           ・・・資料２，３，４，５，６，７，８より事務局より説明 

【主な意見】 

● 漁業被害状況の聞き取り調査は、非常に大きな成果。総体的に見て、各地でアザラ 

シの被害が余り見なくなったという声が比較的増えていることが理解できる。 

● 漁業被害額については、客観的なデータで、必ずしもそれが本当の意味での被害を 

あらわしているとは限らないので聞き取り調査をしている側面があり、毎年、「漁業 

被害額」と「漁業被害調査」の両方をあわせて、評価する必要がある。 



● 例えば、ある漁種で豊漁だった場合、食害も増えるので、被害額が増えてしまう 

が、豊漁なので、認識としてはそれほど被害に遭っていないということもあり得る。 

● 逆に、漁獲量が少なく全て被害に遭ったというときは、豊漁のときの被害よりも 

 金額としては少ないかもしれないが、被害認識としては大きな被害に遭ってしまっ 

たというようなことがあり得る。 

● 聞き取りと客観的に出てくる漁業被害額の経年変化の両方を見ることによって、全 

体的な傾向が見えてくると考える。今後も継続して、調査を行っていく必要があると 

考える。 

● 冬期確認個体数は、減ったが、管理計画の中では、冬期個体群に影響を及ぼさな 

い範囲で夏期個体群を削減するとしているので、関連性を考慮した方がよい。 

 ▲ 漁業被害調査については、ゴマフアザラシの被害がある漁協は昨年度と今年度で

全て回り、引き続き、構成員の先生方や振興局と地元の声を聞くことが大事だと考

えており、あわせて、地元の漁業者や漁協に最新の情報や交付金の活用方法を情報

提供していく。 

 

議題５ 北海道アザラシ管理検討会設置要綱の一部改正について  

・・・資料９より事務局から説明 

 

【意見なし】 

 

  議題６ その他    ・・・事務局から特に説明なし  

 【主な意見】 

● 礼文では、年々アザラシは賢くなっているようで、一度駆除すると１週間程度い 

なくなり、その後またやって来るが、駆除を何回か繰り返しているうちに、ほとん 

どいなくなる。しかし、駆除が終わる４月の半ば頃になるとまた増えてくる傾向が 

ある。 

  △ ゴマフアザラシの被害金額は、水産林務部で、毎年、調査をしており、実は、こ 

こ数年減っていない。宗谷管内では少し増えている。 

△ 漁業被害はそれほど減っていない一方、冬期も夏期も個体数は減少していて、そう 

いった状況を踏まえつつ、被害と個体数の状況を今後も注視していきたい。 

▲ 事務局としては、アザラシだけが海獣ではなく、本道の周辺には、トド、オット 

セイもおり、道民から見れば同じ海獣類であり、環生部ではゴマフアザラシを担当 

しているが、海獣への対策は、水産林務部と一緒に考えていけたらと思っていると 

ころ。 

 

■閉会（事務局） 

 来年度の検討会については、１回目をワークショップのときに開催し、今年度と同様に

年２回を予定しているところ。日程等は、別途、調整させていただく。 


